
(57)【要約】

【課題】　室外側熱交換器の暖房サイクル時の入側に設

けられるストレーナメッシュと分岐管を一体に構成し、

構造及び配管の簡素化によりコストを低減できる分流装

置を提供する。

　また、上記の分流装置を備えた空気調和機を提供する

。

【解決手段】　空気調和機の暖房サイクル時に室外側熱

交換器７の入側に接続される分岐管とストレーナメッシ

ュを、上流側に設けた冷媒の入口と、この入口の下流側

に設けたストレーナメッシュ１３と、ストレーナメッシ

ュ１３の下流側に設けられて冷媒の出口を有する分岐管

１４ａ，１４ｂとを一体に構成した。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 空 気 調 和 機 の 暖 房 サ イ ク ル 時 に 室 外 側 熱 交 換 器 の 入 側 に 接 続 さ れ る 分 岐 管 と ス ト レ ー ナ
メ ッ シ ュ を 、 上 流 側 に 設 け た 冷 媒 の 入 口 と 、 該 入 口 の 下 流 側 に 設 け た ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ
と 、 該 ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ の 下 流 側 に 設 け ら れ 前 記 冷 媒 の 出 口 を 有 す る 分 岐 管 と を 一 体 に
構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 分 流 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 １ 個 の 前 記 入 口 と 、 １ 個 又 は ２ 個 以 上 の 前 記 分 岐 管 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 分 流 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ の 下 流 側 に 、 １ 個 又 は 複 数 個 の 絞 り 孔 を 有 す る 仕 切 り 板 を 配 設
し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 分 流 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 仕 切 り 板 に 設 け た 複 数 の 絞 り 孔 の 配 列 を 、 前 記 分 岐 管 の 複 数 の 出 口 の 配 列 と 同 方 向
又 は 該 配 列 に 対 し て 所 定 の 角 度 ず ら せ て 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 分 流 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 室 外 側 熱 交 換 器 の 暖 房 サ イ ク ル 時 の 入 側 に 、 前 記 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か の 分 流 装 置 を
設 け た こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 空 気 調 和 機 に 設 け ら れ る 分 流 装 置 及 び こ の 分 流 装 置 を 備 え た 空 気 調 和 機 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 空 気 調 和 機 を 構 成 す る 冷 媒 回 路 に お い て は 、 不 純 物 を 除 去 す る こ と を 目 的 と す る
ス ト レ ー ナ 又 は メ ッ シ ュ と 称 す る 網 状 素 子 と 、 蒸 発 器 （ 室 外 側 熱 交 換 器 ） 入 口 に 設 置 さ れ
る 分 流 機 構 （ キ ャ ピ ラ リ ー チ ュ ー ブ ） と は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 構 成 さ れ て い た （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ７ ９ １ ６ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の 空 気 調 和 機 に お い て は 、 ス ト レ ー ナ と 分 流 機 構 と は そ れ ぞ れ 別 部 品 と し て
設 置 さ れ て い る た め 、 構 造 が 複 雑 で 配 管 も 面 倒 で あ り 、 コ ス ト ア ッ プ の 要 因 と な っ て い た
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 室 外 側 熱 交 換 器 の 暖 房 サ イ ク
ル 時 の 入 側 に 設 け ら れ る 分 岐 管 と ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ を 一 体 に 構 成 し 、 構 造 及 び 配 管 の 簡
素 化 に よ り コ ス ト を 低 減 で き る 分 流 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 の 分 流 装 置 を 備 え た 空 気 調 和 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し た も の
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 分 流 装 置 は 、 空 気 調 和 機 の 暖 房 サ イ ク ル 時 に 室 外 側 熱 交 換 器 の 入 側 に 接 続
さ れ る 分 岐 管 と ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ を 、 上 流 側 に 設 け た 冷 媒 の 入 口 と 、 該 入 口 の 下 流 側 に
設 け た ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ と 、 該 ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ の 下 流 側 に 設 け ら れ 前 記 冷 媒 の 出 口
を 有 す る 分 岐 管 と を 一 体 に 構 成 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 分 流 装 置 に よ れ ば 、 構 造 及 び 配 管 が 簡 素 化 さ れ て コ ス ト を 低 減 す る こ と が
で き 、 ま た 、 こ の 分 流 装 置 に よ り 冷 媒 流 が 整 流 さ れ て 出 口 に お け る 冷 媒 流 量 の 分 布 を 均 一
化 で き る の で 、 室 外 側 熱 交 換 器 内 に お け る 蒸 発 部 位 が 偏 ら ず 熱 交 換 作 用 を 高 効 率 で 行 う こ
と が で き る 。
　 ま た 、 上 記 の 分 流 装 置 を 設 置 す る こ と に よ り 信 頼 性 の 高 い 空 気 調 和 機 を 得 る こ と が で き
、 そ の 上 配 管 作 業 が 簡 単 で 設 置 費 用 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 空 気 調 和 機 の 冷 媒 回 路 の 説 明 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 暖 房 運 転 時 に お い て は 、 圧 縮 機 １ で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 、 四 方 弁 ２ 、 調 整
弁 ３ を 経 て 凝 縮 器 と し て 作 用 す る 室 内 側 熱 交 換 器 ４ へ 流 入 す る 。 室 内 側 熱 交 換 器 ４ に よ っ
て 熱 交 換 さ れ た 冷 媒 は 調 整 弁 ５ を 介 し て 絞 り 機 構 で 示 し た 流 量 調 整 弁 ６ へ 流 入 す る 。 こ の
流 量 調 整 弁 ６ か ら 流 出 し た 冷 媒 は 、 ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ と 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ を 一
体 化 し た 分 流 装 置 １ ０ を 通 っ て 複 数 に 分 流 さ れ 、 蒸 発 器 と し て 作 用 す る 室 外 側 熱 交 換 器 ７
へ 流 入 す る 。 そ し て 、 室 外 側 熱 交 換 器 ７ か ら 流 出 し た 冷 媒 は 、 四 方 弁 ２ を 通 過 し て 圧 縮 機
１ に 吸 入 さ れ 、 一 巡 の 冷 媒 回 路 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ と 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ を 一 体 化 し た 分 流 装 置 １ ０ は 、 図 ２ に
示 す よ う に 、 流 量 調 整 弁 ６ 側 の 配 管 に 接 続 さ れ て 冷 媒 が 流 入 す る 入 口 １ ２ が 形 成 さ れ た 小
径 部 、 及 び そ れ か ら 拡 径 さ れ た 大 径 部 か ら な る ケ ー ス １ １ と 、 多 数 の 細 孔 を 有 し 入 口 １ ２
の 下 流 側 に お い て 大 径 部 内 に 収 容 さ れ た ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ と 、 中 心 部 に 絞 り 孔 １ ７
を 有 し ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ の 下 流 側 に 配 設 さ れ た 絞 り 機 構 で あ る 仕 切 り 板 １ ６ と 、 仕
切 り 板 １ ６ の 下 流 側 に 突 設 さ れ 、 下 端 部 が 仕 切 り 板 １ ６ の 絞 り 孔 １ ７ に 連 通 し 、 上 部 に 配
管 を 介 し て 室 外 側 熱 交 換 器 ７ に 連 結 さ れ て 冷 媒 が 流 出 す る 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ を 有 す る 分
岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 分 流 装 置 １ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 例 え ば 合 成 樹 脂 か ら な り 、 下 部 が 小 径
で 上 部 が 拡 径 さ れ て 大 径 部 が 形 成 さ れ て 上 下 が 開 口 さ れ た ほ ぼ 円 筒 状 で 、 壜 を 逆 に し た よ
う な 形 状 の ケ ー ス １ １ 内 に 、 多 数 の 細 孔 を 有 す る 網 状 の ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ を 上 部 開
口 部 か ら 小 径 部 の 近 傍 ま で 挿 入 し 、 そ の 外 周 を ケ ー ス １ １ の 内 壁 に 固 定 す る 。 つ い で 、 ス
ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ の 上 に 仕 切 り 板 １ ６ を 挿 入 し て そ の 外 周 を ケ ー ス １ １ の 内 壁 に 固 定
す る 。 そ し て 、 仕 切 り 板 １ ６ の 上 部 の ケ ー ス １ １ を 、 機 械 的 に 塑 性 加 工 し て ２ 本 の 分 岐 管
１ ４ ａ ， １ ４ ｂ を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 下 部 （ 小 径 部 ） に １ 個 の 入 口 １ ２ が 形 成 さ れ 、 入 口 １
２ の 下 流 側 に ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ 、 仕 切 り 板 １ ６ が 順 次 配 設 さ れ 、 仕 切 り 板 １ ６ の 下
流 側 に は ２ 本 の 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 下
端 部 は 仕 切 り 板 １ ６ の 絞 り 孔 １ ７ に 連 通 し 、 上 部 に 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 分 流 装 置 １ ０ は 、 前 述 の よ う に 、 そ の 入 口 １ ２ が 流 量 調 整 弁 ６ 側 の
配 管 に 接 続 さ れ 、 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ が 配 管 を 介 し て 室 外 側 熱 交 換 器 ７ の 暖 房 サ イ ク ル に
お け る 前 段 階 （ 入 側 ） に 接 続 さ れ て 設 置 さ れ る 。 そ し て 、 流 量 調 整 弁 ６ で 減 圧 さ れ て 入 口
１ ２ か ら 流 入 し た 冷 媒 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 網 状 の ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ の 細 孔 を 通
過 す る 際 撹 拌 さ れ て 、 配 管 の 横 断 面 内 の 流 速 が 均 一 化 さ れ る こ と に よ り 整 流 さ れ る 。 ま た
、 冷 媒 流 ２ ０ に 加 工 工 程 途 上 や 冷 媒 回 路 動 作 途 上 で 発 生 し た 異 物 等 が 含 ま れ て い れ ば 、 ス
ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ に 絡 め 取 ら れ る 。 そ し て 、 仕 切 り 板 １ ６ に 設 け ら れ た 絞 り 孔 １ ７ に
よ り さ ら に 整 流 さ れ 、 ２ つ に 分 岐 し た 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ か ら 等
し い 流 量 分 布 で 流 出 す る 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ６ の 分 流 装 置 １ ０ は 、 仕 切 り 板 １ ６ に 、 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ
の 配 列 と 同 方 向 に 配 列 さ れ 、 そ れ ぞ れ 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ に 連 通 す る ２ 個 の 絞 り 孔 １ ７
ａ ， １ ７ ｂ を 設 け た も の で あ る 。 換 言 す れ ば 、 ２ 個 の 絞 り 孔 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ は 、 ２ 個 の 出
口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ と 冷 媒 の 流 れ 方 向 （ 矢 印 で 示 す ） に 対 す る 垂 直 で 、 相 対 的 に 同 様 の 円 周
位 置 に 設 け た も の で あ る 。
　 ま た 、 図 ７ の 分 流 装 置 １ ０ は 、 仕 切 り 板 １ ６ に 、 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 出 口 １ ５ ａ ，
１ ５ ｂ の 配 列 に 対 し て ９ ０ ° ず れ た 位 置 に 絞 り 孔 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 配 列 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の よ う な 図 ６ 、 図 ７ の 分 流 装 置 １ ０ に お い て 、 模 式 的 に 示 し た 冷 媒 流 ２ ０ が 入 口 １
２ か ら 流 入 し て 上 方 に 移 動 す る と 、 ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ を 通 過 す る 際 に 撹 拌 さ れ て 整
流 さ れ 、 ケ ー ス １ １ の 横 断 面 の 流 速 が 均 一 化 さ れ 、 ま た 、 冷 媒 流 ２ ０ に 含 ま れ た 不 純 物 が
細 孔 に よ っ て 除 去 さ れ る 。 そ し て 、 冷 媒 流 ２ ０ は 仕 切 り 板 １ ６ の 絞 り 孔 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ に
よ っ て さ ら に 整 流 さ れ 、 ケ ー ス １ １ の 内 壁 と 平 行 に 移 動 し て 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ に 達 す る
の で 、 入 口 １ ２ か ら 仕 切 り 板 １ ６ に 達 す る ま で に 円 周 方 向 の 力 を 受 け る こ と が な く 、 両 分
岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ か ら 等 し い 流 量 で 流 出 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 場 合 、 若 し 、 冷 媒 流 ２ ０ が 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ に 向 う 過 程 で 偏 向 し て も 、 ケ ー ス １
１ の 横 断 面 で 円 周 方 向 の 力 を 受 け て 冷 媒 流 ２ ０ の 流 れ は 撹 拌 さ れ つ つ 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ
に 達 す る の で 、 仕 切 り 板 １ ６ 、 す な わ ち 絞 り 機 構 の 通 過 時 及 び 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ に お け
る 両 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ 内 の 冷 媒 流 量 は 等 し く な る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ８ の 分 流 装 置 １ ０ は 、 ２ 個 の 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ 、 し た が っ て 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ
を 紙 面 に 対 し て 垂 直 方 向 に 配 列 す る と 共 に 、 仕 切 り 板 １ ６ に こ れ と 同 方 向 に ２ 個 の 絞 り 孔
１ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 配 列 し た も の で あ る 。
　 ま た 、 図 ９ の 分 流 装 置 １ ０ は 、 ２ 個 の 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ 、 し た が っ て 出 口 １ ５ ａ ，
１ ５ ｂ を 紙 面 に 対 し て 垂 直 方 向 に 配 列 す る と 共 に 、 仕 切 り 板 １ ６ に こ れ か ら ９ ０ ° ず れ た
位 置 に ２ 個 の 絞 り 孔 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 配 列 し た も の で あ る 。
　 上 記 の よ う に 構 成 し た 本 実 施 例 に お い て も 、 実 施 例 １ の 場 合 と 同 様 の 作 用 、 効 果 を 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の 説 明 で は 、 分 流 装 置 １ ０ に ２ 個 の 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ を 設 け 、 仕 切 り 板 １ ６ に
１ 個 の 絞 り 孔 １ ７ 又 は 分 岐 管 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 出 口 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ と 同 方 向 若 し く は ９ ０
° ず れ た 位 置 に ２ 個 の 絞 り 孔 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 設 け た 場 合 を 示 し た が 、 分 岐 管 １ ４ は ２ 個
以 上 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 仕 切 り 板 １ ６ に 分 岐 管 １ ４ に 対 応 し て ２ 個 以 上 の 絞 り 孔 １ ７
を 設 け て も よ く 、 そ の 位 置 も 分 岐 管 １ ４ に 対 し て 意 図 す る 冷 媒 流 の 分 配 が 得 ら れ る 任 意 の
角 度 位 置 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 し た 本 発 明 に 係 る 分 流 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ と
分 岐 管 １ ４ を 一 体 化 し た の で 、 構 造 及 び 配 管 を 簡 素 化 す る こ と が で き 、 コ ス ト を 低 減 す る
こ と が で き る 。
　 ま た 、 こ の 分 流 装 置 １ ０ を 、 室 外 側 熱 交 換 器 ７ の 暖 房 サ イ ク ル の 入 側 に 設 置 す る こ と に
よ り 、 冷 媒 流 は ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ １ ３ の 撹 拌 作 用 に よ り 整 流 さ れ 、 分 岐 管 １ ４ に お け る
冷 媒 流 量 の 分 布 を 均 一 化 す る こ と が で き る の で 、 室 外 側 熱 交 換 器 ７ 内 に お け る 蒸 発 部 位 が
偏 ら ず 、 高 効 率 で 熱 交 換 作 用 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 分 流 装 置 １ ０ を 室 外 側 熱 交 換 器 ７ の 暖 房 サ イ ク ル に お け る 入 側 に
設 置 す る こ と に よ り 、 上 記 の 効 果 に よ っ て 信 頼 性 の 高 い 空 気 調 和 機 を 得 る こ と が で き 、 そ
の 上 配 管 作 業 が 簡 単 に な る た め 空 気 調 和 機 の 設 置 費 用 を 低 減 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 空 気 調 和 機 の 冷 媒 回 路 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 分 流 装 置 の 縦 断 面 図 、 平 面 図 、 下 面 図 及 び Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 分 流 装 置 の 製 造 手 順 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 完 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 分 流 装 置 の 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 １ の 構 成 及 び 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 １ の 他 の 例 の 構 成 及 び 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ２ の 構 成 及 び 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 ２ の 他 の 側 の 構 成 及 び 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ 　 圧 縮 機 、 ２ 　 四 方 弁 、 ４ 　 室 内 側 熱 交 換 器 、 ６ 　 流 量 調 整 弁 、 ７ 　 室 外 側 熱 交 換 器
、 １ ０ 　 分 流 装 置 、 １ ２ 　 入 口 、 １ ３ 　 ス ト レ ー ナ メ ッ シ ュ 、 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ 　 分 岐 管 、
１ ５ ａ ， １ ５ ｂ 　 出 口 、 １ ６ 　 仕 切 り 板 、 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ 　 絞 り 孔 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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